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通
常
「
遊
行
寺
」
と
呼

ば
れ
る
が
正
式
に
は
「
藤

澤
山
無
量
光
院
清
浄
光
寺
」

と
い
う
時
宗
の
総
本
山
。

　
仏
教
で
は
衆
生
教
化
と

自
己
修
養
の
た
め
に
諸
国

を
巡
歴
す
る
こ
と
を
遊
行

と
云
う
。
そ
れ
を
時
宗
の

ト
ッ
プ
が
行
っ
た
の
で
「
遊

行
上
人
」
と
呼
ぶ
。
年
老

い
る
と
他
の
者
に
遊
行
上

人
の
地
位
を
譲
る
。
そ
し

て
、
藤
沢
の
こ
の
寺
に
住

む
の
で
「
藤
沢
上
人
」
と

云
う
の
だ
そ
う
だ
。
今
は

遊
行
上
人
と
藤
沢
上
人
は

同
一
人
物
だ
そ
う
だ
。

　
絵
の
大
銀
杏
は
幹
回
り

七
米
。
一
九
八
二
年
の
台

風
で
中
心
部
が
折
れ
、
今

は
樹
高
二
一
米
。
折
れ
た

幹
の
中
心
は
空
洞
で
あ
っ

た
。

　
銀
杏
の
古
木
は
根
本
の

周
囲
に
生
え
た
若
木
が
育

ち
、
中
の
古
木
が
枯
れ
る

こ
と
が
あ
る
と
云
う
。
銀

杏
は
中
国
原
産
で
日
本
へ

の
渡
来
は
十
三
世
紀
と
立

て
札
に
あ
っ
た
。

時
宗
総
本
山
遊
行
寺
　
　
神
奈
川
県
藤
沢
市

　
　
　
　
　
　
二
〇
一
五
年
四
月

　

ゆ 

ぎ
ょ
う 

じ

仮処分／常識と屁理屈の対決

高
浜
原
発
で
は

　

福
井
地
裁
は
「
こ
の
十

年
に
原
発
で
原
子
力
規
制

委
員
会
の
耐
震
設
計
の
基

準
地
震
動
を
超
え
た
例
が

五
つ
あ
る
。
過
去
の
限
ら

れ
た
地
震
デ
ー
タ
の
平
均

値
か
ら
基
準
地
震
動
を
決

め
る
の
は
不
合
理
」
と
高

浜
原
発
再
稼
働
禁
止
を
仮

処
分
。

川
内
原
発
で
は

　

鹿
児
島
地
裁
は
「
原
子

力
規
制
委
員
会
の
耐
震
基

準
に
は
地
域
的
特
性
が
考

慮
さ
れ
て
い
る
の
で
合
理

的
。
破
局
的
噴
火
の
可
能

性
は
極
め
て
低
い
」
と
再

稼
働
禁
止
の
仮
処
分
申
請

を
却
下
。

常
識
と
屁
理
屈
の
対
決
？

　

耐
震
設
計
基
準
を
超
え

た
地
震
が
原
発
を
襲
っ
た

例
が
あ
る
と
な
れ
ば
、
そ

の
耐
震
設
計
基
準
に
疑
問

を
呈
す
る
の
が
常
識
。

　

鹿
児
島
地
裁
は
「
地
域

的
特
性
が
考
慮
さ
れ
て
い

る
」と
し
た
。こ
れ
は
、「
理

屈
で
は
、
こ
の
地
域
の
地

震
は
そ
ん
な
に
大
き
く
な

ら
な
い
」
と
し
た
も
の
。

大
き
な
地
震
が
来
て
も

「
理
屈
の
想
定
外
で
し
た
」

と
云
え
ば
良
い
の
か
？

巨
大
噴
火

　

阿
蘇
の
カ
ル
デ
ラ
や
、

鹿
児
島
湾
は
過
去
の
巨
大

噴
火
で
出
来
た
も
の
。
そ

の
巨
大
噴
火
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
も
経
過
も
研
究
途
上
だ

が
「
巨
大
噴
火
の
確
率
は

低
い
」
そ
う
だ
。
だ
が
、

３
・
11
の
よ
う
な
大
津
波

が
来
る
確
率
も
低
か
っ
た

の
だ
。
も
し
、
噴
火
が
起

き
た
ら
、
ど
う
す
る
か
？

燃
料
棒
や
放
射
性
廃
棄
物

を
処
理
す
る
算
段
が
つ
い

て
初
め
て
「
確
率
は
低
い

が
大
丈
夫
」と
云
え
る
筈
。

　

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？


